
倶知安町小学校適正配置（案）の比較及び懸念事項の要約

対象：町立小学校（４校）の再編案

第４回 適正配置審議委員会（R8.7.30）での委員意見に基づく検討まとめ

【審議の概要と審議委員会における全体傾向】
児童数の急減や将来推計（各学年90名前後）を踏まえ、当初計画（3校案）の維持が困難となったため、「1校案」と

「2校案」を中心に審議を行いました。

審議会では長期安定運営や複数クラス確保（切磋琢磨・教員体制）の観点から「1校案」を推す声が大半を占める一

方、リスク分散や丁寧な児童ケア、経営的保険の観点から「2校案」を支持する意見も提示されました。いずれの案におい

ても通学・安心安全や丁寧な合意形成プロセスに関する附帯条件の整理が不可欠とされています。

※下記の記載内容は、令和８年７月３０日開催『第４回 倶知安町学校適正配置審議委員会』での議論で出された意見
を基に作成したものです。


